
2025年度
ニチイキッズあだち梅島保育園　自己評価総括表

地域社会における保育施設として、その運営や保育内容について、自らの保育実践を振り返り、自己評価を行いましたので、その結果を以下の通り公表いたします。
また、本自己評価の結果を踏まえ、今後も更なる専門性の向上や保育実践の改善に努め、より一層質の
高い保育の実践を目指してまいります。

	評価方法

	保育士等（全職員）の自己評価
	評価期間
	2026年 2月 20日（金）～　2月 26日（木）

	
	実施方法
	全職員に自己評価について趣旨を説明し自己評価を実施

	保育施設の評価
	評価日
	2026年 2月 27日（金）

	
	実施方法
	話し合いにより職員全員で共有、課題を明確化
改善策を検討

	

	項目ごとの評価

	保育理念
	2つの保育理念である「おもいっきり」とは何かを職員に繰り返し伝えていくことで、個々に意識でき理解や共感を生むことが出来た。
子ども、保護者にとって安心で安全な保育を心掛けた。

	子どもの発達援助
	発達段階に合わせた支援を行い、成長を促すことに努めた。保育者や自然と関わりながら、主体的に活動できるよう援助した。時には先回りして対応してしまうこともあり、子ども主体を意識するのが難しかった。

	保護者に対する支援
	様々なコミュニケーション手法(連絡帳や会話等)を活用し、信頼関係を構築していった。保護者同士が懇談できるような行事やイベントなど負担にならない範囲で実施した。子育ての不安軽減や保育園に係る負担の減少が充実した。

	保育を支える組織的基盤
	社内研修、区や都の研修に参加した。園長会議・年齢別ミーティング・栄養士会議等を職員へ共有し質の向上を図った。

	

	総評

	小規模園の強みである個々の理解を施設全体で行い育ちを支えることができた。また、家庭のニーズに応え早朝保育・土曜保育を行ったり、一時預かり保育を行うなど柔軟に対応し地域に貢献できる園を目指した。
保育の質の向上に向け、社内外での研修や定期的なミーティングなどを設定した。保育指針に基づいた保育について再確認や知識を更新するよう努めた。まだ、知識の乏しさを感じているため、継続した学びの機会を確保していく必要がある。



